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第 l 部では、第 1 章で“役不足"、第 2 章で“なにげに"を取り上げた。いずれも今日の日本語の「誤
用J I新用法」の実例としてはよく知られており、メディアでもしばしば取り上げられてきた語である。
まず“役不足"という語は、本来<役目が軽すぎて能力が十分に発揮できないこと(への不満) >と








































































「気づかない変化」とは申請者の造語である。第 1 部、第 2 部で、扱った“役不足"“なにげに" 1 “全然"
+肯定」などのように、変化が言葉に関心の深い人々の間には広く知られ、「ことばの乱れJ 1間違った





























-本義の例は、新聞記事では全体の 2 分の l 強、図書では同じく 3 分の l 強にとどまっている。
-本義と新義 1 は<相手をやっつけようと自分から向かっていって、かえってやられる>という部分
では共通しており、そこに意味変化の要因があると思われる。























































































第 2 部は、「全然(+肯定>J (1全然おもしろいJ 1全然おいしいJ) の類について対象にする。第 1 章
では、「全然」という副詞が、戦前までは否定とも肯定とも呼応していたにもかかわらず、一般には「否
定と呼応するのが本来の用法だ」との「迷信」が流布していることを示し、この「迷信」がなぜ、発生し
たのか、また、戦前までの「全然(+肯定>J と現代のそれとでは意味が違うのか、という 2 つの問題
について検討する。また、第 2 章では、近年の「全然(+肯定>J 関係の文献を紹介し、さらに、第 3
章では各種データベースの用例に基づき考察を行う。
第 3 部は、現代日本語における「気づかない変化」について論じる。「気づかない変化」とは第 l 部、
第 2 部で、扱った「役不足J 1なにげにJ 1全然(+肯定>J などのように、「誤用」の一例としてしばしば
指摘される事例に対して、言葉に関心の深い人々にすら、変化していることがほとんど認識されない事





おいて進行中である意味変化の研究を 2 件収める。第 l 章では「適当」という語に着目し、マイナスの
意味の発生時期やその理由などについて考察する。また、第 2 章では、その意味と表記にゆれの見られ
る「のうてんき」について論じる。最後に、終章では、本書成立の経緯などについて述べる。
本論文が、「役不足J 1全然(+肯定>J など、一般的には誤用と思われている現象を、そうした評価
の視点を排除して客観的に分析した点は評価に値する。また、大量の用例に支えられた論述には説得力
があり、今まさに変化の最中にある日本語の姿を描き出すことに成功している。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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